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研究成果の概要（和文）： 
地域看護職を対象とした体系的倫理教育ラダーとそれに基づく倫理教育プログラムを開発す

ることを目的に、①インタビューと質問紙調査を実施し、地域看護職が実践で遭遇する倫理的
課題と頻度、倫理的能力の構成要素と倫理教育の学習経験、実践における判断に影響した経験、
倫理的実践に関わる支援環境及び経験年数や職位等との関連を分析した。②①の結果から暫定
版倫理教育ラダーとそれに基づく倫理教育プログラムを作成し、プログラムの試行・評価から、
最終版体系的倫理教育ラダーと倫理教育プログラムを作成した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purposes of this study were to develop an educational ladder and the relevant programs 
for ethics education to promote effective practice of public health nurses (PHNs) and 
home visiting nurses (HVNs) in Japan. We conducted the interviews and questionnaire 
surveys with PHNs and HVNs to clarify: the contents and frequencies of encountering 
ethical issues in their practices, the components of moral behavior, experiences with 
ethics education, experiences influencing nurses’ decisions in practice and workplace 
environment related to ethical practices; then the relationships between each variable 
and demographic data including length of work experience and position were analyzed. Based 
on these results, we developed a tentative educational ladder and targeted programs for 
ethics education and then conducted and evaluated the trial programs for PHNs and HVNs. 
Finally, we revised the ethics educational ladder and the relevant programs for ethics 
education for PHNs and HVNs. 
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１．研究開始当初の背景 
国外の研究において、看護基礎教育あるい

は臨床看護における倫理に関する研究はみ
られるが、地域看護に焦点を当てた研究は非
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常に少ない。また、国内において、地域看護
職の倫理的問題に関する研究は極めて少な
く、とりわけ保健師に関するものはほとんど
みられない。われわれは保健師および訪問看
護師を対象とした、日常実践で遭遇する倫理
的課題に関する調査を実施した（平成 15 年
度）。その調査結果に基づいて、地域看護に
おける倫理教育プログラムを開発し、学士課
程学生に試行、評価してプログラムを修正、
実践現場の保健師および訪問看護師へのプ
ログラムの試行および評価を実施した（平成
16-18 年度文部科学省科学研究費補助金基盤
研究（C））。これらの研究過程を通して、以
下に関する研究の必要性が明らかとなった。 
（1）保健師および訪問看護師の経験年数と
職位による遭遇する倫理的問題の違い。 
（2）保健師および訪問看護師の経験年数に
よる倫理的問題に対する判断基準や対応の
違い。 
（3）「保健師」と「訪問看護師」の経験年数
や職位による体系的倫理教育プログラムの
開発。 
本来、「技術」教育と「倫理」教育は平行

して行われるべきであるが、従来の現任教育
プログラムは「技術」習得に焦点が当てられ
ており、保健師および訪問看護師、とりわけ
保健師の「専門性」、職業的アイデンティテ
ィを明確にできない混乱を招いていると考
えられる。また、経験年数と職位により倫理
的問題の判断や対応など倫理的能力が異な
ると考えられることから、地域看護職（保健
師と訪問看護師）の倫理的能力育成のための
経験年数と職位による体系的倫理教育ラダ
ーを開発する必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
効果的な地域看護実践のため、地域看護職

の倫理的能力を育成するための経験年数と
職位に基づく体系的倫理教育ラダーとそれ
に基づく倫理教育プログラムを開発するこ
とを本研究の目的とした。 

 
３．研究の方法 
上記の目的を達成するために、以下のよう

に段階的に研究を行った。 
（1）地域看護職の実践における倫理的課題
と対応、判断基準について、経験年数と職位
が異なる対象者へのインタビュー調査の実
施。 
（2）地域看護職の実践において遭遇する倫
理的課題と頻度、倫理的能力（道徳的行動で
測定）の構成要素と倫理教育の学習経験、実
践における判断に影響した経験、倫理的実践
に関わる支援環境、および経験年数と職位な
どとの関連を明らかにするための質問紙調
査の実施。 
（3）それらの結果から、暫定的倫理教育ラ

ダーとそれに基づく倫理教育プログラムの
開発・試行・評価の実施。 
（4）体系的倫理教育ラダーの作成と倫理教
育プログラムの修正。 
 
４．研究成果 
（1）研究過程 
平成 19 年度は、倫理的能力や地域看護職
の倫理的課題、倫理教育プログラムに関する
文献検討を進め、プログラム試案を作成し、
新人保健師 15 名を対象として試行した。ま
た、保健師・訪問看護師 16 名を対象に、倫
理的課題とその対応、判断基準について、経
験年数と職位が異なる対象者へインタビュ
ー調査を行なった。 
平成 20 年度は、文献検討やインタビュー
調査の分析結果ならびに米国にて得た専門
的知識に基づき、地域看護職が実践において
遭遇する倫理的課題と頻度、倫理的能力（道
徳的行動で測定）の構成要素と倫理について
の学習経験、実践における判断に影響した経
験、倫理的実践に関わる支援環境に関する質
問紙を作成した。対象は、全国の保健師およ
び訪問看護師とし、層化抽出法にて抽出し、
調査を実施した。 
平成 21年度は、保健師 3409 名、訪問看護
師 1795 名の質問紙調査データを統計的に解
析した。その結果およびこれまでの調査結果
に基づき、体系的倫理教育ラダーおよびそれ
に基づく倫理教育プログラムを検討し、暫定
版を作成、保健師と訪問看護師に対して実施
および評価を行なった。その過程で、ナラテ
ィブを用いた倫理教育プログラムの必要性
が考えられたため、事例を作成し、新人保健
師46名および経験年数15年以上の保健師35
名を対象に試行した。プログラム評価は、フ
ォーカスインタビューおよび質問紙調査を
実施し、その結果からプログラム内容の検討
を行なった。 
最終年度である平成 22 年度は、これまで
の調査結果およびプログラム試行結果から、
最終版体系的倫理教育ラダーとそれに基づ
く倫理教育プログラムの修正および作成を
行なった。地域看護職の経験年数および職位
に基づく到達段階ごとの倫理教育の目標と
方法を検討し、各段階が有機的に連携した継
続的かつ体系的な倫理教育ラダーを作成し
た。また、実践における倫理的能力育成のた
めの、経験年数および職位を考慮した倫理教
育プログラムを試行した評価結果に基づき
プログラムを修正した。 
（2）最終的な研究成果 
保健師と訪問看護師それぞれについて、倫
理的能力の構成要素（因子）、それを構成す
る項目と経験年数および職位との関連性の
検討結果に基づき、倫理教育ラダーを作成し
た。 



 

 

①体系的倫理教育ラダー 
保健師の倫理的能力の構成要素（因子）は

【住民とともに進める支援】【困難に向かう
強い意志】【支援体制の調整】【対象の価値に
基づく判断】【自分の支援の妥当性の判断】
の 5つが示された。 
保健師のラダーの到達段階は、現任教育で

区分されることの多い新任期、中堅期、管理
期を考慮して、新人（1年未満）、中堅期、管
理期の 3 段階に設定した。このことにより、
本研究で作成した倫理教育プログラムを現
任教育に組み込むことが容易になると考え
られた。また、【支援体制の調整】は経験年
数が多くなるほど、職位が高い方が高い能力
を示したが、新人や中堅期、管理期の保健師
が交流して事例検討等を行う場を設定する
ことで、新人期や経験年数の浅い保健師に、
それに関する考え方や実践方法を伝えるこ
とになり、本能力獲得の機会になると考えら
れた。 
訪問看護師の倫理的能力の構成要素（因

子）は【支援体制の調整】【困難に向かう強
い意志】【判断基準の吟味】【組織や他者の基
準に基づく判断】【意向のずれの認識】の 5
つが示された。 
訪問看護師は、倫理的能力に関してスタッ
フと役職者との違いが大きく、それを反映し
たラダーとなった。訪問看護ステーションの
多くは、スタッフと所長である管理者で構成
されていることが多い。訪問看護師に対して
は、多様な経験年数や管理者と合同のプログ
ラムだけでなく、スタッフと管理者それぞれ
を対象とした教育プログラムも有効である
と考えられた。 
②倫理教育プログラム 
本研究では、地域看護職の倫理教育ラダー

に基づく倫理教育プログラムの作成・実施・
評価を繰り返しながら教育プログラムを修
正・改善してきた。１回の研修で参加者が自
身の価値観に気づくことまでは難しいとい
った限界もみられたが、本研究で作成した教
育プログラムは、参加者の倫理的感受性を高
め、倫理的課題に関する認識に変化をもたら
しており、その有効性が確認できた。われわ
れはさらに、半日単位を基本構成とする倫理
教育プログラムを提案すると共に、研修の期
間、参加者の状況に応じた教育プログラムの
構成、内容、方法等についてバリエーション
を提示し、教育プログラムの構成要素を人材
育成に活用する方法や教育体制について提
案した。 
（3）今後の課題 
地域看護職について、とりわけ就業後の体

系的倫理教育がなされていない現状、それが
求められるとする多くの指摘があることか
ら（Wagner & Ronen, 1996; Folmar, 1997;
中村, 1998; 中尾ら, 2004; CAN, 2006）、本

研究で提案した倫理教育ラダーと教育プロ
グラムを早急に普及していく必要がある。今
後は、本研究結果や倫理的視点の重要性、お
よび倫理教育の必要性を積極的に公表し、研
修会の開催等によって広く普及するととも
に、組織への働きかけや国が策定する研修ガ
イドライン等に盛り込むよう提言していく
などの取り組みが必要であると考える。 
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